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平成28年度第３回森林の未来を考える懇談会資料
も り

海岸防災林の復旧状況について

○福島県における海岸防災林の復旧・復興にむけた取り組みに

ついて

平成29年３月21日

福島県農林水産部森林計画課
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1

福
島

県
に
お
け
る
海

岸
防

災
林

の

復
旧

・
復

興
に
む
け
た
取

り
組

み
に
つ
い
て

～
大

津
波

か
ら
県

民
の
生

命
と
財

産
を
守

る
海

岸
防

災
林

～

１
海

岸
防

災
林

の
被

害
状

況
…

ｐ
．

２

２
海

岸
防

災
林

の
被

害
状

況
と
津

波
被

害
の
軽

減
効

果
…

ｐ
．

３

３
海

岸
防

災
林

の
復

旧
（
整

備
）
方

法
…

ｐ
．

４

４
海

岸
防

災
林

の
進

捗
状

況
…

ｐ
．

８

５
海

岸
防

災
林

の
進

捗
と
県

民
参

加
の
森

林
づ

く
り
の
取

組
…

ｐ
．

９

６
海

岸
防

災
林

に
お

け
る
県

民
参

加
の
森

林
づ

く
り
活

動
の
取

組
状

況
…

ｐ
．
１
０

７
N

P
O
・
団

体
の
皆

様
へ

海
岸

防
災

林
に
お

け
る
植

樹
活

動
の
ご
案

内
…

ｐ
．
１
１

８
第

６
９
回

全
国

植
樹

祭
～

育
て
よ
う
希

望
の
森

を
い
の
ち
の
森

を
～

…
ｐ
．
１
２

１
福

島
県

森
林

保
全

課

森
林

の
未
来
を
考
え
る
懇
談
会
資
料

H
2
9
.3

.2
1

福
島

テ
ル
サ

つ
き
の
わ



南
相
馬
市
鹿
島
区
南
海
老
地
内

相
馬
市
磯
部

字
大

洲
地

内

海
岸

防
災

林
の

被
害

状
況

津
波
到
達
時
の
状
況

（
双
葉
郡
楢
葉
町
）

■
東

日
本

大
震

災
に
よ
る
被

害
状

況

○
福
島
県
の
海
岸
線

延
長

１
６
３

km
○

海
岸
林
の
浸
水

面
積

２
９
５
ｈ
ａ

○
海
岸
保
安
林
面
積

（
民

有
林

）
県

全
体

で
２
６
１
ｈ
ａ

う
ち
流

失
面

積
１
５
５
ｈ
ａ
（
６
０
％

）

２

新
地

海
岸
：

８
．
７
ｍ

平
海

岸
：

９
．
２
ｍ

広
野

海
岸
：

８
．
９
ｍ

久
之

浜
海
岸
：
７
．
９
ｍ

勿
来

海
岸

：
７
．
７
ｍ

四
倉

海
岸

：
７
．
６
ｍ

相
馬

海
岸
：
１
４
．
５
ｍ

◇
津

波
の
高

さ
（
警
戒
区
域
等
を
除
く
）

海
岸

防
災
林

の
６
割
が
流
出

２



海
岸

防
災

林
の

被
害

状
況

と
津

波
被

害
の

軽
減

効
果

■
東

日
本

大
震

災
に
よ
る
被

害
状

況

◇
大

津
波

に
よ
る
被

害
前

後
の
状

況
（
南

相
馬

市
鹿

島
地

区
）

（
被

害
前

）

（
被

害
後

）

漂
流

物
を
捕

捉

■
大

津
波

の
被

害
を
軽

減
し
た
状

況

３
○

海
岸
防
災
林
が
背
後
の
住
宅
や
農
地
へ
の
大
津
波
を
減
衰
し
、

漂
流
物
を
捕
捉
し
た
様
子

（
大

津
波

直
後

の
写

真
）

○
海
岸
防
災
林
が
大
津
波
に
よ
っ
て
流
出

し
た
様
子

（
大

津
波

直
後

の
写

真
）

大
津

波
か
ら
背

後
地

の
住

宅
や

農
地

を
保

全

（
海

岸
防

災
林

）

後
背
地

（
住

宅
地

、
農

地
等

）

（
津
波
浸
水
区

域
）

大
津

波
到

達
直

後
の
状

況
（
い
わ
き
市
新
舞
子
地
区
）

（
津
波
高
７
ｍ

：
「
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
津
波
合
同
調
査
グ
ル
ー
プ
」
調
査
）

海
岸

防
災

林
整

備
の
目

指
す

姿

（
津
波
）

（
大

津
波

直
後

）

海
岸

防
災

林
に
壊

滅
的

な
被

害
が
発

生

大
津

波
を
防

い
だ
箇

所
は
、
被

害
が
発

生
し
た

箇
所

と
、
何

が
違

う
の
。



4

今
後
の
海
岸
防
災
林
造
成
区
域

海
岸

防
災

林
の
林

帯
幅

平
均

2
00

m

静
砂
垣

防
風
柵

海
岸

防
災

林
の

復
旧

（
整

備
）
方

法
■

海
岸

防
災

林
の
復

旧
方

法
海
岸

防
災

林
の
復

旧
に
あ
た
っ
て
は
、
飛
砂
・潮

害
、
風

害
防

備
な
ど
の
災

害
防

止
機
能

に
加
え
、
津
波
等
の
被
害
か
ら
、
県
民
の
生
命

財
産

の
保
全

機
能

を
加
え
て
整
備
し
て
い
ま
す
。

（
津

波
対
策

と
し
て
林

帯
幅
を
概
ね
２
０
０
ｍ
確
保

し
、
地

下
水
位

か
ら
３
ｍ
程

度
の
盛
土

と
、
ク
ロ
マ
ツ
等
の
植
栽
を
行
っ
て
い
ま
す
。
）

多
重

防
御

：
海

岸
防

災
林

と
防

潮
堤

な
ど
に
よ
る
津
波
被
害
の
防
止
対
策

４

全
国

初
と
な
る
津

波
防

災
対

策
へ

の
取

組

◇
海

岸
防

災
林

の
復
旧
イ
メ
ー
ジ
図

◇
海
岸

防
災

林
の
復
旧
状
況

（
鹿
島
地
区
）



盛
土
工
（
運
搬
）

静
砂
垣

5

海
岸

防
災

林
の

復
旧

（
整

備
）
方

法

防
風

柵
：
潮
風

等
か
ら
の
植

栽
木

の
保

護
対
策

工
法
。
（
汀

線
に
平
行
設
置
）

静
砂

垣
：
潮
風

等
に
よ
る
砂

の
移
動

防
止
対

策
工
法

。
（
1
0
ｍ

×
2
0
ｍ
）

植
栽
木

：
主
林

木
は
、
津
波

対
策

と
し
て
直
根

が
発
達
、
植

栽
時

期
の
制
約
が
な
い
「
コ
ン
テ
ナ
苗
」
。

マ
ツ
ク
イ
ム
シ
抵

抗
性
の
ク
ロ
マ
ツ
や

ア
カ
マ
ツ
、
内
陸

側
に
は
一
部
広
葉
樹
も
植
栽
。

(注
)
防
風
柵
、
静

砂
垣

は
、
県

産
材

を
使

用
。

防
風
柵
【
移
動
型
】

■
主

な
復

旧
工

法

防
風
柵
【
固
定
型
】

コ
ン
テ
ナ
苗

盛
土

工
（
敷

均
し
）

公
設

土
取

場

盛
土

工
：

植
栽

木
の
植

生
基

盤
と
し
て
、
公
設
土
取
場
等
か
ら
土
砂
を

運
搬

し
て
敷

均
す

工
法

。
・
盛
土
幅
は
概
ね
２
０
０
ｍ
、
盛
土
高
は
地
下
水
位
か
ら
３
ｍ
程
度

・
盛
土
勾
配
は
１
：
１
．
８
～
１
：
５
．
０

植
栽

５

デ
ィ
ブ
ル

デ
ィ
ブ
ル

で
植

付
穴
を
開

け
、

そ
の

穴
に
コ
ン

テ
ナ
苗

を
入

れ
、

土
を
埋
戻

し
て

苗
木
を
抑

え
る
。

【
植
栽

手
順
】

公
共

工
事

等
で

使
用

す
る
盛

土
材

を
確

保
す
る

た
め
、
県

か
ら

土
取

組
合

に
土

砂
の

掘
削

・
運

搬
を
委

託
し
て

い
る
も
の

。

【
公

設
土

取
場

】

工
種

工
法

は
、
盛

土
、
防
風

柵
、
静

砂
垣
、
植
栽
等
の
単
純
な
組
合
せ
。



海
岸

防
災

林
の

復
旧

（
整

備
）
方

法
■

海
岸

防
災

林
の
植

栽
樹

種

◇
海

岸
防

災
林
の
標
準
モ
デ
ル
断
面
図

（
林
帯
幅
２
０
０
ｍ
）

1
0
,0

0
0
本

/
h
a植

栽
(い

わ
き
市
新
舞
子

)

1
0
,0

0
0
本

/
h
a植

栽
(相

馬
市

大
洲

)

○
植

栽
状

況
の
写

真

沿
岸

部
か
ら
３
０
ｍ
は

１
０
，
０
０
０
本
／

ha
内

陸
部

側
は

５
，
０
０
０
本

/h
aを

植
栽

６



海
岸

防
災

林
の

復
旧

（
整

備
）
方

法

■
環

境
の
保

全
対

策
（
希

少
種
等
へ
の
対

応
）

○
工

事
着

手
前

に
工
事
区
域
内
及
び
そ
の
周
辺
区

域
に
お

い
て
、
野

生
動
植

物
の
生

息
状
況

等
を
調
査
を
実
施
。

○
希

少
野

生
生

物
の
生
息
が
確
認
さ
れ
た
場
合

や
、
自
然

環
境
の
保

全
対

策
な
ど
が
求

め
ら
れ
る
場
合
は
、
専
門
家
に
よ
る
検
討
会

議
を
設
置
し
、
専

門
的
知
見
を
踏
ま
え
、
工
事
区
域

内
に
保

存
地

区
や
、
保

全
地

区
を
設

置
。

海
岸

防
災
林

保
全

地
区

オ
オ
シ
バ
ナ

(絶
滅
危
惧
Ⅰ
類

)
ハ

マ
マ
ツ
ナ

(絶
滅

危
惧
Ⅰ

類
)

太
平
洋

松
川
浦

海
岸
防
災
林
の
工
事
区
域

７

自
然

環
境

を
保

全
す

る
た
め
保

存
区

域
等

を
設

置



海
岸

防
災

林
の

進
捗

状
況

③
原
町
地
区

④
小
高
地
区

①
相
馬
地
区

②
鹿
島
地
区

⑨
新
舞
子
地
区

未
着

手

着
手

完
了

海
岸
防

災
林

⑤
浪
江
地
区

⑥
双
葉
地
区

⑦
富
岡
地
区

⑧
楢
葉
地
区

全
国
植
樹
祭
会
場

中 間 貯 蔵 施 設

予 定 区 域

①
相

馬
地

区
（
進

捗
率

４
６
％

）
②

鹿
島

地
区

（
進

捗
率

５
６
％
）

③
原
町
地
区
（
進
捗
率
６
５
％
）

④
小

高
地

区
（
進

捗
率

３
９
％

）
⑤

浪
江

地
区

（
進

捗
率

１
６
％
）

⑥
双
葉
地
区
（
進
捗
率
２
１
％
）

⑦
富

岡
地

区
（
進

捗
率

５
％

）
⑧

楢
葉

地
区

（
進

捗
率

３
３
％
）

⑨
新
舞
子
地
区
（
進
捗
率
１
０
０
％
）

◇
地

区
別

の
進

捗
状

況
（
全

体
で
９
地

区
を
整
備
、
う
ち
１
地
区
が
完
了
）

◇
地

区
別

計
画

Ｈ
2
6
年
度
完
了

８
（
注
）
進
捗

率
は
、

H
2
９

.３
現

在
の
予

算
ベ

ー
ス
で
記

載
し
た
も
の



海
岸

防
災

林
の

進
捗

と
県

民
参

加
の

森
林

づ
く
り
の

取
組

■
海

岸
防

災
林

に
お

け
る
県

民
参

加
の
森

林
づ

く
り
活

動
の
取

組

○
海

岸
防

災
林

は
、
江
戸
時
代
に
集
落
や
農

地
を
海

か
ら
の
潮

害
や
風

害
等
か
ら
守

る
た
め
に
整
備
さ
れ
た
記
録
が
あ
り
、
そ
の
後
、

地
域

住
民

が
大

切
に
保
全
・
管
理
し
な
が
ら
美
し
い
マ
ツ
林
と
し
て
育
て
て
き
ま
し
た
。

（
下

記
の
「
海

岸
防
災
林
の
歴
史
」
を
参
照
）

○
こ
の
海

岸
防

災
林
を
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復

興
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
未
曾

有
の
大

津
波
が
押
し
寄
せ
た
こ
と
を
次
の
世
代
へ
語
り

継
ぎ
な
が
ら
、
大

切
に
管
理
し
て
い
く
た
め
、
県
は
地

域
住

民
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
企
業

等
に
よ
る
森

林
づ
く
り
活

動
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

■
全

体
計

画
の
進

捗
状

況

○
事

業
期

間
平

成
２
３
年
度
～
平
成
３
２
年

度
○

実
施

地
区

３
市
４
町
の
９
地
区
で
実
施

→
全

地
区

着
手

、
う
ち
１
地

区
完
了

（新
舞

子
地
区
完
了
、
進
捗
率
１
１
％
）

○
事

業
費

８
１
８
億

円
→

３
２
６
億
円

（進
捗

率
４
０
％

）
（
注

）
進

捗
率

は
予

算
ベ

ー
ス
で
整

理
。

○
実

施
面

積
６
０
６

h
a

→
１
９
６

h
aを

造
成

（
進
捗

率
３
２
％

）
（
注

）
進

捗
率

は
着

手
面

積
で
整

理
。

○
実

施
延

長
３
９
．
７

km
→

２
１
．
４

km
を
造

成
（進

捗
率

５
４
％
）

（
注

）
進

捗
率

は
着

手
延

長
で
整

理
。

○
海

岸
林

の
造
成

（
江

戸
時
代
）

本
県
の
海
岸
林
は
、
江

戸
時

代
に
造
成
し
た
の
が
始
ま
り
と
い
う
記
録
が
あ
り
ま
す

。
平

藩
藩

主
の
内
藤
政
長
は
、
正
保
３
年
（
１
６
４
６
年
）
沿
岸
の
村
々
が
潮
害
に
悩
ま
さ
れ
農
作
物
の
被
害
が
甚
し
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
農
民
を
救
う
た
め
海
岸
一

帯
に
松
林
を
整
備
し
よ
う
と
し
ま
し
た
が
、
砂
浜
へ
の
植
林

は
何
年
も
失
敗
の
連
続
で
し
た
。

し
か
し
、
政
長
は
、
こ
れ
に
屈
せ
ず
、
そ
の
都
度
創
意
工
夫
を
加
え
、
米

俵
に
栄

養
分

を
多
く
含
む
土
を
入
れ
、
こ
れ
に
苗
木
を
植
え
て
砂
浜
に
埋
め
こ
む
工

法
を
開

発
（
現
在
の
コ
ン
テ
ナ
苗

）
し
、
海
岸
林
の
造
成
に
成
功
（
い
わ
き
七
浜
）
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
福
島
県
林
政
史
等
よ
り
）

○
海

岸
林

の
維
持
管
理

先
人
が
整
備
し
た
海
岸
林
を
保
安
林
に
指
定
し
、
新

た
に
造
成
も
行
い
「
海
岸
防
災
林
」
と
し
て
、
県
・
国
や
市
民
団
体
等
が
、
植
栽
や
天
然
更
新
、
間
伐
な
ど

を
実

施
し
な
が
ら
、
立
派
な
防
災
林
と
し
て
管
理
し
て
き
ま
し
た
。

い
わ
き
市
新
舞
子
海
岸
で
は
、
こ
の
海

岸
防

災
林
が
４
０
０
年
の
時

を
経
て
大

津
波

か
ら
背
後

地
に
あ
る
住
宅
や
農
地
を
守
り
ま
し
た
。
９

■
海

岸
防

災
林

の
歴

史

海
岸

防
災

林
は
、
多

く
の
皆

様
の
協

力
を
頂

き
な
が
ら
、
大

切
に
管

理
し
て
ま
い
り
ま
す

。

江
戸

時
代

に
造

成
さ
れ
た
海

岸
防

災
林

が
大

津
波

を
防

ぎ
ま
し
た
。

大
規

模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

業
、

H
３
２
年

度
完

成
を
目

指
し
て
整

備
中



県
外

か
ら
の
復

興
応

援
職

員
植

樹

東
北

電
力

イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
ほ
か
４
者み
ず

ほ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー

プ

県
議
会
林
活
議
員
連
盟
植
樹

県
に
よ
る
復

興
記

念
植

樹

③
原
町
地
区

④
小
高

地
区

①
相
馬
地
区

②
鹿
島
地
区

⑨
新
舞
子
地
区

⑤
浪
江
地
区

⑥
双
葉

地
区

⑦
富
岡
地
区

⑧
楢
葉
地
区

全
国
植
樹
祭
会
場

海
岸

防
災

林
区

域

凡
例

全
国
植
樹
祭
の
本
県
開
催
に
向
け
て
、
県
民
参
加
の
森
林
づ
く
り
活
動
を
更
に
推
進
し
て
い
く
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
に
加
え
て
次
の
取
組
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

１
避

難
指

示
区
域
等
に
お
け
る
森
林

づ
く
り
活
動
の
再
開
支
援

双
葉
地
方
に
お
い
て
避

難
指

示
解

除
後
は
じ
め
て
の
地
方
植
樹
祭
等
を
開
催
す
る
た
め
市
町
村
を
支
援
す
る
。

２
森

林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
者
の
養
成

全
国
植
樹
祭
に
は
、
県
内
外
か
ら
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
協
力
を
頂
く
こ
と
に
な
る
た
め
、
県
内
で
開
催
さ
れ
て
い
る
地
方
植
樹
祭
等
の
イ
ベ
ン
ト
活
動
に
お
い
て
、

も
り
の
案

内
人

、
グ
リ
ー
ン
フ
ォ
レ
ス
タ
ー

等
に
植
栽
の
技
術
支
援
を
依
頼
す
る
こ
と
に
よ
り
、
組
織
体
制
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
者
と
し
て
養
成
す
る
。

■
今

後
の
進
め
方

10

南
相

馬
市

鎮
魂

復
興

市
民

植
樹

海
岸

防
災

林
に
お
け
る
県

民
参

加
の

森
林

づ
く
り
活

動
の

取
組

状
況

■
こ
れ
ま
で
の
活

動
参

加
団

体
１
８
団

体
、
参

加
人

数
１
６
，
９

6
０
人
、
植
栽
面
積

８
．

9
0
ｈ
ａ
、
植

栽
本

数
１
２
９
千
本

１
N

P
O
、
企
業
等
の
植
樹
活
動

（
参

加
団

体
：8
団

体
参

加
人

数
：6

10
人

）

年
月

日
場

所
イ
ベ
ン
ト
名

主
催

参
加
人
数

（
人
）

植
栽
面
積

（
h
a）

植
栽
本

数
（
本

）

1
H

2
7
.6

.6
①

相
馬

地
区

植
樹

活
動
協
定

(第
1
回
協
定

)
イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
ほ
か
４
者

1
4
0
 

0
.5

4
 

5
,4

0
0
 

2
H

2
8
.4

.1
6

①
相

馬
地

区
〃

(第
2
回
協
定

)
日
本
ﾊ
ﾞｰ
ｸ
堆
肥
協
会

6
0
 

0
.1

2
 

1
,1

8
7
 

3
H

2
8
.5

.1
4

②
鹿

島
地

区
〃

(第
3
回
協
定

)
全
富
士
通
労
連

1
7
0
 

0
.3

2
 

1
,6

2
0
 

4
H

2
8
.5

.2
0

①
相

馬
地

区
〃

(第
2
回
協
定

)
東
北
電
力

2
4
0
 

0
.4

2
 

3
,8

0
0
 

5
H

2
8
.1

0
.1

5
②

鹿
島

地
区

〃
(第

4
回
協
定

)
全
富
士
通
労
連

1
9
3
 

0
.3

0
 

1
,5

0
0
 

計
8
0
3
 

1
.7

0
 

1
3
,5

0
7
 

※
１
で
使
用
し
た
ク
ロ
マ
ツ
苗
木
の
一
部
は
（
公
財
）
ヤ
マ
ト
福

祉
財
団
か
ら
の
寄
贈
に
よ
る

２
企

業
の
森

林
づ
く
り
活
動

（
参

加
団
体

：１
団

体
参

加
人

数
：5

4
0人

）

1
H

2
6
.1

1
.8

H
2
7
.5

.2
3

H
2
7
.1

0
.3

1
⑨

新
舞

子
地

区
企

業
の
森
林
づ
く
り

み
ず
ほ
ﾌ
ｨﾅ

ﾝ
ｼ
ｬ
ﾙ
ｸ
ﾞﾙ
ｰ
ﾌ
ﾟ

5
4
0
 

1
.4

0
 

1
4
,0

0
0
 

計
5
4
0
 

1
.4

0
 

1
4
,0

0
0
 

３
地

方
植
樹
祭

（
参
加
団
体
：１

団
体

参
加

人
数
：
20

0
人
）

1
H

2
8
.6

.1
8

⑨
新

舞
子

地
区

市
植

樹
祭

い
わ
き
市

2
0
0
 

0
.1

0
 

6
0
0
 

計
2
0
0
 

0
.1

0
 

6
0
0
 

４
地

域
住
民
に
よ
る
植
樹
活
動

（
参

加
団

体
：
6団

体
参

加
人

数
：1

5,
0
89

人
）

1
H

2
5
.3

.2
3

⑨
新

舞
子

地
区

新
舞

子
海
岸
植
樹
祭

県
1
0
0
 

0
.1

3
 

1
,8

0
0
 

2
H

2
5
.1

0
.6

②
鹿

島
地

区
第

1
回
鎮
魂
復
興
市
民
植
樹
祭

南
相
馬
市

3
,0

0
0
 

0
.5

0
 

2
0
,0

0
0
 

3
H

2
6
.3

.2
2

②
鹿

島
地

区
ふ

く
し
ま
の
森
復
興
大
会

森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会

3
5
0
 

0
.2

0
 

2
,0

0
0
 

4
H

2
6
.7

.2
9

②
鹿

島
地

区
第

１
回
未
来
の
森
づ
く
り
大
会

森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会

1
3
0
 

※
養
生
マ
ッ
ト
布
設

5
H

2
7
.3

.7
②

鹿
島

地
区

復
興

祈
念
植
樹
式

県
1
8
0
 

0
.0

7
 

7
0
0
 

6
H

2
7
.3

.2
9

③
原

町
地

区
第

2
回
鎮
魂
復
興
市
民
植
樹
祭

南
相
馬
市

3
,0

0
0
 

0
.5

0
 

2
0
,0

0
0
 

7
H

2
8
.3

.2
7

③
原

町
地

区
第

3
回

〃
南
相
馬
市

2
,0

0
0
 

0
.5

0
 

2
0
,0

0
0
 

8
H

2
4
～

H
2
8

⑨
新

舞
子

地
区

「
苗

木
fo

rい
わ
き
」
ﾌ
ﾟﾛ
ｼ
ﾞｪ
ｸ
ﾄ

ト
チ
ギ
環

境
未

来
基

地
、
い
わ
き
の
森

に
親

し
む

会
、
フ
ク
シ
マ
環

境
未

来
基

地
4
,1

3
9
 

2
.8

0
 

1
4
,0

0
0
 

9
H

2
8
.7

.2
1

③
原

町
地

区
子

ど
も
た
ち
に
よ
る
未
来
の
森
林
づ
く
り

県
1
9
0
 

0
.1

0
 

1
,0

0
0
 

1
0

H
2
8
.1

0
.2

3
③

原
町

地
区

第
4
回
鎮
魂
復
興
市
民
植
樹
祭

南
相
馬
市

2
,0

0
0
 

0
.5

0
 

2
0
,0

0
0
 

計
1
5
,0

8
9
 

5
.3

0
 

9
9
,5

0
0
 

５
県

外
の
支
援
者
に
よ
る
植
樹
活
動

（
参

加
団

体
：1

参
加

人
数

：6
0
人
）

1
H

2
8
～

H
2
9

②
鹿

島
地

区
復

興
応
援
職
員
記
念
植
樹
式

県
1
2
0
 

0
.3

6
 

1
,1

0
2
 

計
1
2
0
 

0
.3

6
 

1
,1

0
2
 

６
県

議
会
に
よ
る
植
樹
活
動

（
参
加

団
体

：１
団
体

参
加

人
数

：1
5
0人

）
1

H
2
7
.8

.2
2

③
原

町
地

区
県

議
会
林
活
議
員
連
盟
の
森
植
樹
式

県
議
会
林
活
議
員
連
盟

1
5
0
 

0
.0

4
 

4
0
0
 

計
1
5
0
 

0
.0

4
 

4
0
0
 



企
業

・
N

P
O
・
団

体
等

に
よ
る
海

岸
防

災
林

へ
の

植
樹

活
動

11

３
留

意
事

項
植

樹
活

動
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
県
等
と
植
樹
活
動
の
場
所
、

面
積

、
実

施
期

間
等
に
つ

い
て
協

定
を
締
結

す
る
と
と
も
に
、
樹
木
の
植
栽
と

そ
の
後

の
保

育
管

理
を
含

め
て
３
年
間

か
ら
５
年

間
の
活
動
計
画
を
作
成
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す

。

＜
問

合
せ

・
申

込
み

先
＞

公
益

社
団
法

人
福
島

県
森
林

･林
業
･緑

化
協

会

〒
9
6
0-

8
04

3
福

島
県

福
島

市
中
町

５
－

１
８
（
福
島
県
林
業
会
館
内
）

T
E
L
 0

2
4
-5

63
-
35

8
5

・
F
A

X
 0

2
4
-
52

1
-3

2
46

２
募

集
方

法
県

が
植

栽
場
所

を
確
保
し
た
上
で
、
以
下

の
ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ
上
で
植

樹
活

動
希

望
者
（Ｎ

Ｐ
Ｏ
、
企
業
、
団
体
等
）を

募
集
し
て
い
ま
す

。
＜

ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
＞

「
ふ

く
し
ま
の
森

と
海

岸
林

再
生

」
で
検

索
h
tt

p
:/

/
w
w
w
.f
u
ku

sh
im

an
o
m

o
ri

-
ka

ig
an

ri
n
.j
p
 

１
趣

旨
県

は
、
東

日
本

大
震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
福

島
県

内
の
海

岸
防

災
林
を
再

生
す
る
た
め
、
海
岸

防
災
林
の
植
樹
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
企
業
、
団
体
等

の
皆

様
を
募

集
し
て
い
ま
す
。



◇
県

民
参

加
の
森

林
（
も
り
）
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

◇
本

県
の

復
興
・

発
展
を
加
速
す
る
原
動
力
と
し
ま
す
。

◇
海

岸
防

災
林
の

復
旧
・
再
生
や
放
射
性
物
質
の
影
響
を

受
け

た
森

林
の
再

生
を
目
指

し
ま

す
。

◇
県

内
外

の
多
く

の
方
が
参
加
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

◇
国

内
外
か

ら
の

支
援
に
対
す
る
感
謝
と
復
興
に
向
か
っ

て
強

く
歩

み
続
け

る
福
島
の

姿
を

広
く

発
信
し

ま
す
。

開
催

理
念

○
昭

和
4
5
年

５
月

、
第

2
1
回
大
会
を
猪
苗
代
町
天
鏡
台
に
お

い
て
開
催
し
、
昭
和

天
皇
か
ら
津
島

マ
ツ
の
お

手
植

え
を

賜
り
ま
し
た
。
翌
日
に
は
、
郡
山
市
の
県
林
業

試
験

場
（
現
・
県

林
業

研
究
セ
ン
タ
ー
）
に
お

い
て
、
飯
豊
ス
ギ
の
種

子
の
お

手
播

き
を
賜

り
ま
し
た
。

◎
第

６
９
回
全

国
植

樹
祭

で
は
、
「
育

て
よ
う
希

望
の
森
を

い
の
ち
の
森

を
」
を
大

会
テ
ー

マ
に
、
県

内
外

か
ら
の
招
待
者
約
６
千
人
を
招
き
、
海

岸
防
災

林
へ

の
記

念
植

樹
に
参

加
い
た
だ
く
な
ど
、
緑
豊
か
な
ふ

る
さ
と
の
再

生
と
、
復
興

に
向

け
て
力
強

く
歩

む
本

県
の
姿

を
全

国
に
発

信
し
ま
す

。

全
国

植
樹
祭

４
８
年
ぶ
り
の
開
催

!

平
成

３
０
年

春
に
全

国
植

樹
祭

を
南

相
馬

市
で
開

催
～

復
興

に
向
け
た
シ
ン
ボ
ル
イ
ベ
ン
ト
～

○
プ
ロ
ロ
ー

グ
◎

式
典
行
事

◇
主
催
者
あ
い
さ
つ

◇
表

彰
◆
天
皇
皇
后
両
陛
下
に
よ
る
「

お
手
植
え
」

◆
天
皇
皇
后
両
陛
下
に
よ
る
「

お
手
播
き
」

◇
苗
木
の
贈
呈

◇
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

◇
大
会
宣
言

○
エ
ピ
ロ
ー
グ

大
会

プ
ロ
グ

ラ
ム

－
ク

ロ
マ
ツ
－

－
ア

カ
マ

ツ
－

－
飯

豊
ス
ギ

－
－

ベ
ニ
シ
ダ
レ

－

※
写
真
は
石
川
県
大
会

（
平
成
2
7
年
度
）
様
子

※
 お

手
植
え
樹
種

天
皇
陛
下
：

ｸﾛ
ﾏﾂ
、

ｹﾔ
ｷ､

ｽﾀ
ﾞｼ
ﾞ
ｲ

皇
后
陛
下
：

ｱｶ
ﾏﾂ
、

ﾔﾏ
ｻﾞ
ｸﾗ
、

ﾔ
ﾌﾞ
ﾂﾊ
ﾞｷ

※
お
手
播
き
樹
種

天
皇
陛
下
：
津
島

ﾏﾂ
、
飯
豊

ｽｷ
ﾞ

皇
后
陛
下
：

ﾍﾞ
ﾆｼ
ﾀﾞ
ﾚ、

ﾏ
ﾙﾊ
ﾞｼ
ｬ
ﾘﾝ
ﾊﾞ
ｲ

◎
式

典
会

場
南
相
馬
市
原
町
区
雫
(し

ど
け

)地
内

〔
海
岸
防
災
林
造
成
地
〕

◇
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場

ふ
く
し
ま
県
民
の
森
（
大
玉
村
）

◇
Ｐ

Ｒ
会

場
福
島
市

･郡
山
市
･白

河
市

･会
津
若
松
市

◇
関

連
事

業
全
国
林
業
後
継
者
大
会
（
い
わ
き
市
）

※
式
典
参
加
者
1
1,

00
0人

（
関
連
行
事
参
加
者
を
含
め
約
2
5,

00
0人

参
加
）

大
会

会
場

地

◎
県
民
参
加
に
よ
る
大
会
苗
木
の
育
成

【
苗
木
の
ホ
ー
ム
・
ス
ク
ー
ル
ス
テ
イ
】

全
国
植
樹
祭
で
植
樹
す
る
苗
木
を
、
企
業
・
家

庭
・
学
校
の
協
力
に
よ
り
、
育
て
て
い
ま
す
。

〔
目
標
：
１
万
５
千
本
〕

◎
森
林
と
の
き
ず
な
づ
く
り
植
樹

リ
レ
ー

県
内
各
地
域
で
行
わ
れ
る
植
樹
活
動
を
、
平
成
３

０
年
春
の
第
６
９
回
全
国
植
樹
祭
ま
で
に
リ
レ
ー
方

式
で
つ
な
ぎ
ま
す
。

◎
企
業
の
協
賛
金
・
物
品
の
募
集

全
国
植

樹
祭

・
森

林
づ

く
り

活
動

の
充

実
に

向
け

、
企

業
等

の
皆

様
の

ご
支

援
を

お
願

い
し

ま
す
。

県
民
参
加
の
森
林
づ
く
り
活
動

◆
第

６
９
回
全
国
植
樹
祭
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ht
tp
:/
/
w
w
w
.p
re
f.
fu
k
us
hi
m
a.
lg
.jp
/
si
te
/
sy
o
k
uj
us
ai
/

◆
お
問
い
合
わ
せ

第
６
９
回
全
国
植
樹
祭
福
島
県
実
行
委
員
会
事
務
局

℡
０
２
４
（
５
２
１
）
８
６
２
８
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